
大阪市ヘイトスピーチへの対処に関する条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 大阪市ヘイトスピーチへの対処に関する条例（平成 28 年大阪市条例第 

１号。以下「条例」という。）の施行については、別に定めがあるものを除く

ほか、この規則の定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この規則における用語の意義は、条例の例による。 

（申出） 

第３条 条例第５条第２項の規定による申出をしようとするものは、第１号様 

式による申出書を市長に提出しなければならない。 

２ 前項の規定による申出書の提出は、送付による方法その他市長が適当と認 

める方法により行わなければならない。 

（機会の付与の方式） 

第４条 市長は、条例第５条第３項本文の規定により、ヘイトスピーチを行っ 

たものに、意見を述べるとともに有利な証拠を提出する機会を与える場合には、

当該意見を記載した書面（以下「意見書」という。）及び証拠の提出期限（同

条第４項の規定により口頭で当該意見を述べる機会（以下「口頭意見陳述の機

会」という。）を与える場合には、その日時）までに相当な期間をおいて、当

該ヘイトスピーチを行ったものに対し、次に掲げる事項を書面により通知しな

ければならない。 



(1) 公表の内容及び理由 

(2) 意見書及び証拠の提出先及び提出期限 

(3) 口頭意見陳述の機会を与える場合には、その旨、出頭すべき日時及び場 

所 

(4) 案件番号（１の案件ごとに市長が付す番号をいう。以下同じ。） 

２ 前項の規定による通知は、第２号様式による機会付与通知書により行うも 

のとする。 

３ 意見書を提出しようとするものは、意見書に、事案の内容についての意見 

のほか、その氏名及び住所又は居所（法人その他の団体にあっては、その名称、

主たる事務所の所在地及び代表者の氏名）並びに案件番号を記載しなければな

らない。 

（口頭意見陳述の機会の期日等の変更） 

第５条 前条第１項の規定による通知を受けたもので、口頭意見陳述の機会を 

与えられたもの（以下「当事者」という。）がやむを得ない理由により口頭意

見陳述の機会の期日に出頭できないときは、当該期日の前日までに、理由を付

して市長に口頭意見陳述の機会の期日の変更を申し出なければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申出の理由がやむを得ないものであると認める 

ときは、口頭意見陳述の機会の期日を変更することができる。 

３ 市長は、災害その他やむを得ない理由により口頭意見陳述の機会を与えよ 

うとする期日又は場所において意見を述べさせることができないときは、当



該期日又は場所を変更することができる。 

４ 市長は、前２項の規定により期日又は場所を変更したときは、速やかにそ 

の旨を当事者に通知するものとする。 

（認識等の公表の方法） 

第６条 条例第５条第６項の市規則で定める方法は、報道機関に対して公開す 

る方法、広報紙に掲載する方法及び市役所その他市関係公署において閲覧に供

する方法のうち、事案ごとに、公表の内容を勘案して市長が適当と認める方法

とする。 

（施行の細目） 

第７条 この規則の施行に関し必要な事項は、市民局長が定める。 

   附 則 

 この規則は、平成 28 年７月１日から施行する。 

附 則（令和元年５月 31 日規則第３号） 

 この規則は、公布の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１号様式（第３条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

申出書 

  年  月  日 

 大阪市長 

 

           申出者 住所又は居所 〒 

             法人その他の団体にあっては、 

事務所の所在地 

               氏名及び連絡先 

             法人その他の団体にあっては、 

             その名称及び代表者の氏名並 

             びに担当者の氏名及び連絡先 

                電話番号 

                メールアドレス 

 

 私（たち）に関するヘイトスピーチに該当すると思料する次の１記載の表現活動につ

いて、大阪市ヘイトスピーチへの対処に関する条例第５条第２項の規定により、次のと

おり申し出ます。 

 

１ 表現活動の日時・場所・内容 

 

 

 

２ 表現活動を行ったもの（知っている場合に記載すること） 

 

 

 

３ 上記１及び２に関連する情報（必要に応じて記載すること） 

 

 

 

４ 上記１から３までの内容を証するもの（証拠物品を添付すること） 

 



第２号様式（第４条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機会付与通知書 

 

第     号 

  年  月  日 

様 

大阪市長 印 

 

 大阪市ヘイトスピーチへの対処に関する条例第５条第３項本文の規定により、次のと

おり、意見を述べるとともに有利な証拠を提出する機会を与えますので通知します。 

 

案件番号 － 

公表の内容  

 

 

公表の理由 

 

 

 

 

意見書及び有利な証拠

の提出先 

 

電話（   ） 

意見書及び有利な証拠

の提出期限（必着） 

  年  月  日（ ） 

口頭で意見を述べる機

会の付与の有無 

 

 

出頭すべき日時   年  月  日（ ） 

出頭すべき場所  

電話（   ） 

 

注 出頭の際には、この通知書を持参してください。 


